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概要 
 本研究は、⼥性の最終学歴別出⽣率を⽤いて将来⼈⼝のシミュレーションを⾏うことを
⽬的とする。 
 ⼀般に、⾼学歴の⼥性は低学歴の⼥性よりも出⽣率が低いとされている。⽇本では、⼥
性の⾼学歴化が進み、出⽣⼒の低下や⼈⼝減少に影響を与えていると考えられる。こうし
た状況下にも関わらず、わが国では教育⽔準を考慮した将来⼈⼝シミュレーション関する
先⾏研究は⼗分でない状況にある。 

そこで本研究では、教育⽔準別の将来⼈⼝シミュレーションを⾏うため学歴別基準⼈⼝
と学歴移動を設定し、学歴別出⽣⼒格差を考慮した将来⼈⼝シミュレーション（Case０）
と、学歴別に出⽣率を上昇させた将来⼈⼝シミュレーション（Case１〜Case３）を⾏うこ
とで、将来⼈⼝推計に対する学歴別出⽣率の影響を⽰した。 
 学歴別出⽣⼒格差を考慮したシミュレーション（Case０）では、学歴別格差を考慮しな
い将来⼈⼝推計（封鎖⼈⼝）よりも総⼈⼝は減少するという結果が得られた。また、学歴
別出⽣率を上昇させたシミュレーション（Case１〜Case３）では、⾼学歴における出⽣率
の上昇が今後の⼈⼝減少を緩和するために重要となることが⽰された。 
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１．研究の背景と⽬的 

本研究は、教育⽔準による出⽣率格差に注⽬し、⼥性の最終学歴別出⽣率を⽤いて将来⼈
⼝をシミュレーションすることを⽬的とする。 

Hazan and Zoabi(2016）によると、アメリカ⼈⼥性では学歴別の出⽣率格差に変化が観測
されているという。これまで⾼学歴の⼥性はそのほかの⼥性に⽐べ⼦供の数は少なかった。
しかし、彼らは 2000 年代において、⾼学歴⼥性は中程度の学歴の⼥性よりも出⽣率が⾼く
なったことを観察し、⼥性が保育サービスを提供する低学歴の⼥性グループと保育サービ
スを利⽤する⾼学歴の⼥性グループに分かれており、保育サービスへのアクセスがしやす
い⾼学歴⼥性の出⽣率が伸びたことによるものとしている。 
 こうした最終学歴ごとの出⽣率の差は、⼈⼝全体の学歴構成の変化により全体の出⽣率
や⼈⼝の増減に影響を及ぼすのではないだろうか。総務省統計局(2012)によると、⽇本にお
いて⾼学歴化は進み、男性では⼤卒以上が 2000 年から 2010 年までの 10 年で 5％以上伸ば
し 28.7%、⼥性では⼤卒以上が 4％以上伸ばし 11.9%となっている。これによって、⽇本全
体では⾼卒以上が 80％を超える結果となっている。さらに、年齢階級別に最終卒業学校別
の⼈⼝の数を⽐較するとより顕著に⾼学歴化を確認することができる。また、⾼学歴の親を
持つ⼦供は⾃⾝も⾼学歴になる傾向がある。橋本(2000)によると、⽗親が中⼩企業の⼀般労
働者とした場合を基準にとれば、⼦の⾼等教育への進学率は、経営者・役員は 3.3倍、ホワ
イトカラーは 2.8倍にも達している。そして、こうした格差には、⼤学教育を受ける費⽤負
担が可能かという経済的要因、親が良い成績をとることや進学する価値とそのためのノウ
ハウを持つのかという⽂化的要因、⽇本の⾼校進学に際する厳しい序列形成という制度的
要因の３つの要因が存在し、これらが進学率格差の拡⼤・固定化に影響を与えているとして
いる。 

これらの最終学歴ごとの出⽣率の差、進展した⾼学歴化と⾼学歴の世代間の階層固定に
より、⾼学歴が⾼学歴を再⽣産することが考えられる。⾼学歴化が⾼度に進展すると、⾼学
歴の出⽣率が低いままであった場合、⾼学歴の⼈⼝は減少していくことになる。⼀⽅で、⾼
学歴の者が⾼い出⽣率へと変化した場合、⽇本の総⼈⼝が減少する中で⾼学歴の⼈⼝が増
加するということも考えられる。⼈⼝全体の中で⼤きな割合を占める学歴の出⽣率の上昇
は、将来⼈⼝にも⼤きな影響を及ぼすだろう。また、現時点で構成割合が⼩さい学歴集団で
あっても、出⽣率が⾼ければ再⽣産を⾏うことで将来的に構成割合を⼤きくするという将
来⼈⼝への影響を与える可能性もある。 

このような背景に基づき、本研究においては、⼥性の最終学歴ごとの出⽣率の差によって
将来⼈⼝がどのような影響を受けるのか、という視点から、将来⼈⼝のシミュレーションを
⾏い、その影響を考察する。 

 
 
２．先⾏研究 

本研究の⽬的である、将来⼈⼝シミュレーションに教育の要素を組み込んだ推計を⾏っ
た研究をまず確認していきたい。 
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Lutz ら(2014)の研究は、2007年、2010 年に発表された性別、年齢、教育達成を⽤いた⼈
⼝推計（KC et al. 2010, Lutz et al. 2007）を基にし、国際応⽤システム分析研究所（IIASA）
の研究を⼤幅に拡張したものである。使⽤するデータとして、年齢、性別、教育到達度別の
⼈⼝シェアに関する最も信頼性の⾼い最新のデータを収集し、15 歳以上の⼈⼝について、
最終学歴に関する詳細な情報を含む 5 歳階級別のデータソースを集めている。教育達成の
カテゴリーとしては、UNESCOの作成した ISECED 1997(UNESCO, 2006) をもとに 6 つ
の教育カテゴリー(No education, Incomplete primary, Primary, Lower secondary, Upper 
Secondary, Post-secondary)を設定している。将来の出⽣率、死亡率、移動の仮定については、
統計モデルと専⾨家からの評価を組み合わせた仮定を設定している。教育達成の仮定は、い
くつかのシナリオを⽤いているが、中でもベイズモデルに基づく GET(Global Education 
Trend)シナリオは教育について最も可能性の⾼い推定をしている。GETシナリオは、出⽣、
死亡、移動の⼈⼝動態に関する仮定値の中央値に基づくシナリオである。GET シナリオに
よる場合、世界⼈⼝は 2010 年の 69.0 億⼈から 2020 年には 76.4 億⼈、2030 年には 
82.9 億⼈に増加することが⽰されている。さらに、2070 年には 94億⼈というピークを迎
え、2100 年には世界⼈⼝は 90億⼈を下回るレベルとなると推定している。 
Lutz ら(2014)の研究では、出⽣率や死亡率、移動に関して教育別格差のデータを多くの

国で⼊⼿できないという課題に直⾯している。そのため、教育別の格差について実証データ
を⼊⼿できない国は報告されている格差を⼀般化して⽤いることで対処している。本研究
においても、教育別の出⽣率や死亡率、移動の実証データについて求められないため、それ
ぞれ仮定値を設定し、シミュレーションを⾏うこととする。 

 
次は、⽇本における教育別出⽣率の動向に関する研究について述べる。Retherford(2014)

らの研究は、1980 年、1990 年、2000 年、2010 年の 4回分の国勢調査を⽤いた同居児法に
より⽇本の教育⽔準別出⽣⼒推計を⾏ったものである。同居児法とは、国勢調査や家計調査
の実施以前に遡って逆⽣残率により年齢別出⽣率（ASFR）を推定する⽅法である。この推
計から、時間とともに⼥性の教育達成⽔準が変化していること、1980 年から 2010 年にか
けて 25歳から 29 歳の⾼校卒業以下の割合は 74%から 38%に、⼤学卒業以上の割合は 9%
から 32%へと変化したことが明らかとされている。また、2000 年までの国勢調査では⾼学
歴の出⽣率はその他の学歴に⽐べて⼤きく下回っている傾向が強いが、2005 年以降の⾼学
歴による出⽣率の上昇が、他の学歴よりもより早い上昇が起きていること、2005 年から 
2010 年にかけて、⾼学歴以下の⼥性の TFR はわずかに上昇しこと、⼀⽅で、短⼤卒⼥性
の TFR は急上昇し、⼤卒⼥性の TFR はやや急上昇していることが明らかとされている
が、このパターンの原因については、さらなる研究が必要であるとしている。 
次に、出⽣動向調査(厚⽣労働省 2015)から妻の最終学歴別の完結出⽣児数について観察

する。 
第 15 回出⽣動向基本調査(国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 2015)では、妻の最終学歴別

にみた完結出⽣児数を調査している。完結出⽣児数とは、結婚持続期間が 15〜19年の初婚
どうし夫婦の平均⼦ども数であり、夫婦の最終的な平均⼦ども数であると考えられる。第 15
回調査の完結出⽣児数は前回調査である第 14 回調査(2010 年)に引き続き 2 を下回る結果
となった。なお、結婚持続期間から今回対象となった夫婦は 1990 年代後半に結婚した層で
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ある。妻の最終学歴別にみた完結出⽣児数は、妻が⾼学歴であるほどに少ない傾向がみられ
た。しかし、前回調査と⽐較すると妻の最終学歴が「⼤学以上」の完結出⽣児数は 1.89で
横ばいであるのに対し「短⼤・⾼専」では 1.94 から 1.89 への減少がみられ、妻が⾼学歴で
あればあるほど出⽣率が下がるという単純な出⽣率の構造からの変化が⾒られ始めている。 

本研究で⾏う⼥性の学歴別出⽣率を⽤いた将来⼈⼝のシミュレーションは、⽇本ではあ
まり先⾏研究が⾒られない。しかし、教育⽔準という重要な要素を盛り込んだシミュレーシ
ョンを⾏うことにより、将来の⼈⼝像に関する視野を広げることが可能であろう。本研究で
⾏う将来⼈⼝シミュレーションでは、出⽣率について⼥性の最終学歴によって差があるも
のと仮定する。この出⽣率の格差は、出⽣動向基本調査の完結出⽣児数と国勢調査の 50歳
時未婚率を⽤いて仮定設定を⾏う。⼀⽅、死亡率は、最終学歴による死亡率の格差を⽰すデ
ータがないことから、教育⽔準による格差はなく、同⼀であることを仮定する。 
 
 
３．データと⽅法 
3. 1 データ 
 本節では、本研究のシミュレーションに利⽤するデータについて説明する。 

本研究のシミュレーションでは、学歴別にシミュレーションを⾏うため、学歴別 5 歳階
級別⼈⼝を求める必要がある。学歴カテゴリーは、⾼校卒業以下、短⼤・⾼専卒業、⼤学卒
業以上の３つに分類する。国勢調査(総務省統計局 2012)の産業等基本集計より、15歳以上
⼈⼝の最終学歴⼈⼝を利⽤する。 

将来⼈⼝のシミュレーションには、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の将来⼈⼝推計
（平成 29年推計）」(国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 2017)の出⽣中位・死亡中位仮定の封
鎖⼈⼝推計を基にする。この封鎖⼈⼝推計は、各年・各歳での推計が⾏われている。しかし、
本研究で⾏う将来⼈⼝シミュレーションは、5歳×5 年での推計⾏うため、封鎖⼈⼝推計を
5歳×5 年へと変換する必要がある。その⽅法としては、まず、各年ごとの各歳⼈⼝を 0−
4歳、5−9 歳、…、100−104歳、105歳以上という区分別に 5歳階級⼈⼝へとまとめ、さ
らにこれを 2015−2019 年、2020−2024 年、…、2110−2114 年と 5 年ごとにまとめるこ
とにより、5 年×5歳へと変換する。また、出⽣数のデータについても同様に５歳×5 年デ
ータへと変換する。次は、これら変換した⼈⼝の５年間のコーホート変化率を⽤いて男⼥別
⽣残率を逆算する。また、封鎖⼈⼝推計の仮定設定に⽤いられている 5 年ごとの出⽣率と、
5 歳×5 年⼈⼝による Exposure から出⽣数を推計する。この推計した出⽣数は封鎖⼈⼝推
計の出⽣数とは必ずしも⼀致しないことから、両者の⽐を⽤いて出⽣率を補正することに
より、各年・各歳の推計と整合性を保つ 5歳×5 年の推計結果を得ることができる。 

 
3. 2 ⽅法 
 本節では、本研究のシミュレーションの⽅法について説明する。 

まず、学歴移動⽔準の推計について述べる。国勢調査の学歴別⼈⼝は、15 歳未満⼈⼝の
最終学歴が不明であること、また、29 歳までの各年齢階級では在学者数が多く最終学歴が
確定していないこと、といった問題があるため独⾃に学歴別⼈⼝を導出する必要がある。本
研究で⾏うシミュレーションでは、⼦どもの最終学歴は⺟親の最終学歴に⼀定の学歴移動
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を考慮して決定するとの仮定を置くが、この学歴移動の⽔準は、実績値との整合性に基づい
て設定する。具体的には、2010 年における０−29 歳までの学歴別⼈⼝は、1980 年から 2010
年までの 15−49 歳までの各学歴の⼥性が出産した⼦の数を基礎とし、これに学歴移動を反
映して決定される。そこで、1980 年から 2010 年へと学歴別⼈⼝のシミュレーションを⾏
って、総⼈⼝に対する学歴別⼈⼝割合を求め、学歴移動の⽔準を求める。 

学歴移動の⽔準を決定するベンチマークとなる学歴別⼈⼝割合の実績値は、2010 年国勢
調査(総務省統計局 2012)の 25−29 歳とする。しかしながら、25−29 歳では在学者が存在
していることから、国勢調査の値そのものを最終学歴とすることができない。そこで、2000
年 25−29 歳年齢階級と 2010 年 35−39 歳年齢階級の学歴構成割合を⽐較し、この在学者
の移動傾向と同様に 2010 年 25−29 歳年齢階級の在学者が移動すると仮定し、在学者を按
分することとした。具体的には、2010 年 25−29 歳年齢階級の在学者を１：５で短⼤・⾼専
卒業と⼤学卒業以上に按分した。 
次に、このようにして推定されたベンチマークである 2010 年の 25−29 歳学歴構成割合

と⼀致するような学歴移動⽔準を求める。本研究では、学歴移動は⾼校卒業以下から⼤学卒
業以上への移動と仮定し、学歴移動がないとした場合の学歴別⼈⼝推計を 1980 年から 2010
年にかけて５歳階級別に 5 年ごとに⾏い、2010 年の学歴別⼈⼝を推計した。ここで 5 年ご
との学歴別 0−4歳⼈⼝を求めるためには、学歴別出⽣率が必要である。しかしながら、⼈
⼝動態統計では学歴別出⽣率データは得られないことから、学歴別出⽣⼒格差に仮定を設
定して学歴別 0−4 歳⼈⼝を求めた。この出⽣⼒の格差をβi とすると、βi は出⽣動向基本
調査（国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 2015）の結婚持続期間 15〜19 年初婚どうし夫婦の
妻の最終学歴別完結出⽣児数と国勢調査（総務省統計局 2012）の⼥性の 50 歳時未婚率を
⽤いて以下の式により推定した。 

β
!
=
"妻の最終学歴(𝑖)別完結出⽣児数& × "1	 − 	⼥性の 50歳時未婚率&

"⾼校卒業以下完結出⽣児数& × "1	 − 	⼥性の 50歳時未婚率&
 

i: 学歴(1:⾼校卒業以下,2:短⼤・⾼専卒業,3:⼤学卒業以上) 
このβi を⽤いると学歴別の出⽣数は、⼥⼦の Exposure とβi を考慮した出⽣率から求める
ことができる。βi は出⽣⼒の格差を⽰すため、各学歴の出⽣児数割合は以下の式により求
められる。 

𝑅! =	
𝐹𝑥 ×	𝐸! ×	β

!

∑𝐹𝑥 ×	𝐸! ×	β
! 

Fx : 出⽣率（全学歴）, Ri : 出⽣児数割合, Ei: ⼥⼦の Exposure,  
i : 学歴(1:⾼校卒業以下,2:短⼤・⾼専卒業,3:⼤学卒業以上) 

本研究では学歴別の死亡・移動⽔準には違いがないことを仮定することから、求めた学歴
別出⽣数割合は、0−4歳の学歴別⼈⼝に⼀致する。そこで、これを⽤いて 5 年ごとの 0−4
歳⼈⼝の学歴別⼈⼝割合を推計すると、2010 年における 25−29 歳⼈⼝以下の年齢階級の
学歴別⼈⼝割合（学歴移動がないとした場合）を推計することができる。そこで、この推計
結果をベンチマークの学歴別⼈⼝割合と⽐較し、その乖離から学歴移動⽔準を設定した。 
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なお、本研究における学歴移動仮定にはいくつかの注意点が存在する。⼀般には男⼥間で
学歴移動には差があると考えられるが、本研究では学歴移動⽔準は男⼥計の学歴別⼈⼝割
合から設定しており、男⼥間における差については考慮していない。また、⼀般には⼦ども
の学歴は⽗⺟のそれぞれの学歴が影響を与えることが考えられるが、本研究では学歴の推
計は⺟親の学歴を基に⾏われている点に注意が必要である。 
次に、学歴別将来⼈⼝シミュレーションを⾏う基礎となる 2015 年基準⼈⼝（学歴別）の

推計について述べる。まず、実績値である 2010 年国勢調査(2012)の学歴別⼈⼝では 85歳
以上は合計されている。⼀⽅、本研究で⾏うシミュレーションでは 105 歳以上を開放区間
とする年齢階級を⽤いるため、85歳以上の年齢階級の学歴別⼈⼝割合は、実績値の 85歳以
上の年齢階級の割合を⽤いることとした。また、シミュレーションは 2015 年より⾏うため、
前節において設定した学歴移動⽔準を利⽤し、2015 年の学歴別⼈⼝を求めて基準⼈⼝を設
定した。 
 次に、学歴別将来⼈⼝シミュレーションについて述べる。本研究におけるシミュレーショ
ンは、コーホート要因法によって⾏う。基準⼈⼝は上述の学歴別基準⼈⼝を⽤い、学歴別に
2015 年より 2115 年までの 100 年シミュレーションを⾏う。 

本研究では、学歴別出⽣率に複数の仮定を設けたシミュレーションを実⾏するが、その基
礎となるベースケースは 3. 1 で述べた封鎖⼈⼝推計に対応するものであり、以下のように
して推計される。まず、出⽣率については 3. 1 の封鎖⼈⼝推計と整合的になるように補正
した出⽣率をすべての学歴に共通して⽤いる。死亡率については、全ての学歴において同⼀
であるとし、移動はないものとする。学歴移動は上述の割合移動割合を将来に向けて⼀定と
仮定した。 
ベースケースとは別に、Case０として学歴ごとの出⽣率の格差を⽤いたシミュレーショ

ンを⾏う。Case０では全体の出⽣率から、学歴ごとの出⽣率を推定し、これを⽤いてシミュ
レーションを⾏う。αを全体の出⽣率に対する⾼校卒業以下の出⽣率の⽐とすると、学歴ご
との出⽣率は以下の式から推定する。 

₅𝐹"! 	= 	𝛼 × 𝛽! × ₅𝐹"#$$  

また、βは以下の式から推定する。 

𝐵#$$ 	= 	5 ₅𝐹"#$$ 	× 	₅𝐸"#$$
"

	= 	5	5	₅𝐹"! 	× 	₅𝐸"! 	= 	5	5	𝛼	 ×	𝛽! × 	₅𝐹"#$$ 	× 	₅𝐸"!
!"!"

 

 						 = 𝛼 ×55𝛽! × 	₅𝐹"#$$ 	× 	₅𝐸"!
!"

 

したがって 

𝛼＝	 𝐵#$$

∑ ∑ 𝛽! × 	₅𝐹"#$$ 	× 	₅𝐸"!!"
 

₅Fxi : 学歴 i、年齢(x から x+5)の出⽣率, βi : 出⽣率格差 , 
 ₅Exi : 学歴 i、年齢(x から x+5)の⼥⼦の Exposure, BALL : 出⽣数 

 i : 学歴(1: ⾼校卒業以下,2: 短⼤・⾼専卒業,3: ⼤学卒業以上, ALL: 全学歴) 
 

Case０においては、2005 年から 2010 年にかけて推定したβi とαから、学歴別出⽣率を設
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定し、シミュレーションを⾏う。 
次に、ベースケースから学歴別出⽣率を変動させた３つのパターンのシミュレーション
仮定について述べる。第 1 は、⼤学卒業以上の出⽣率が 50％上昇したパターン（Case１）、
第 2 は、⾼校卒業以下の出⽣率が 50％上昇したパターン(Case２)、第 3 は、⾼校卒業以下
と⼤学卒業以上の出⽣率がともに 50％上昇したパターン（Case３）である。 
 
 
４．結果と考察 
4. 1 学歴移動⽔準 
 図１は、25−29 歳における、2010 年の学歴移動前の学歴別構成割合推計値と実績値と学
歴移動後の学歴別構成割合推計値を⽐較したものである。実績値の構成割合は、⼤学卒業以
上が 40.70％、短⼤・⾼専卒業が 21.01％、⾼校卒業以下が 38.29%である。⼀⽅、学歴移動
前の学歴構成割合推計値は、⼤学卒業以上が 9.53％、短⼤・⾼専卒業が 20.10％、⾼校卒業
以下が 70.46％となった。移動前推計値と実績値を⽐較すると、移動前の⾼校卒業以下は実
績値を 30％近く上回っており、⼤学卒業以上は 30％近く下回っている。⼀⽅で、短⼤・⾼
専卒業の⼈⼝割合は概ね等しかった。そこで本研究では、学歴移動は⾼校卒業以下から⼤学
卒業以上へと起きているものと仮定し、⾼校卒業以下出⽣数の 45％を⼤学卒業以上の出⽣
数に移動させることとした。これに基づく移動後の学歴別構成割合推計値は、⼤学卒業以上
が 38.76％、短⼤・⾼専卒業が 20.33％、⾼校卒業以下が 41.24％となり、移動後と実績値を
⽐較すると、⾼校卒業以下と⼤学卒業以上のどちらにおいても、実績値との差が 1％未満と
実績値を再現していることが確認された。 
 
4. 2 学歴別将来⼈⼝シミュレーション 
 図２は、封鎖⼈⼝推計(国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 2017)とベースケースの⼈⼝⽐較
である。2115 年における封鎖⼈⼝推計の総⼈⼝は 45,087 千⼈、ベースケースの総⼈⼝は
45,083 千⼈と、100 年後のシミュレーション結果の差が約 4 千⼈という⾮常に⼩さな差と
なっている。封鎖⼈⼝推計とベースケースの⼈⼝は 100 年の推計期間すべてにおいて総⼈
⼝の差は⼩さく、すべての推計期間において 99.99％以上の合致をしている。図３は、ベー
スケースの学歴別⼈⼝シミュレーション結果である。表 1 は、ベースケースの総⼈⼝と学
歴別⼈⼝である。最も急激な⼈⼝下落をしているのは、⾼校卒業以下であり、2050 年から
2055 年にかけて⼤学卒業以上を下回り、2060 年から 2065 年にかけて短⼤・⾼専卒業を下
回っている。2115 年には、学歴が⾼いほど⼈⼝が多いという、現在の学歴構成とは異なる
結果になった。本シミュレーションでは⾼校卒業以下⼈⼝の出⽣数の 45％が学歴移動する
ことを仮定しているため、⼈⼝の多い推計前半では急激な下落となっている。対して、学歴
移動を受け⼊れている⼤学卒業以上の⼈⼝は全体を通して横ばいとなっているが、2045 年
から 2050 年にかけて初めて下落し始め、以降緩やかな減少を続ける。 
 続いて、学歴別出⽣率を設定した Case０について⾒ていく。学歴別出⽣率の推定に⽤い
た 2005 年から 2010 年のαは、0.988223 であり、短⼤・⾼専卒業と⼤学卒業以上の出⽣率
を推定するα×βiはともに、0.943304 となった。これらを⽤いて学歴別出⽣率を設定する。
図４は、封鎖⼈⼝推計と Case０の総⼈⼝を⽐較したものである。表２は、Case０の学歴別
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総⼈⼝シミュレーション結果である。学歴別出⽣率を⽤いた Case０が封鎖⼈⼝推計の総⼈
⼝を下回る結果となった。2115 年の封鎖⼈⼝推計の総⼈⼝は 45,087千⼈、Case０の総⼈⼝
は 41,182千⼈となった。また、ベースケースと⽐較すると、Case０の短⼤・⾼専卒業⼈⼝
と⼤学卒業以上の⼈⼝は 2115 年にそれぞれ 13,244千⼈と 22,626千⼈であり、ベースケー
スの 14,837千⼈と 24,835千⼈と⽐べ、それぞれ百万⼈単位での差が出ている。 
続いて、シミュレーションに際して設定した 3 つのパターンを⾒ていく。3 つのパターン

における、50％の出⽣率上昇は、その学歴における出⽣率が 2.09を上回るものとなる仮定
となっている。すなわち、近年のわが国の⼈⼝置換⽔準である 2.062.07 を上回る⽔準とな
った場合の想定と位置づけることができる。 

図５と表３は、Case１の⼤学卒業以上の出⽣率を 50％上昇させた場合のシミュレーショ
ン結果である。⼤学卒業以上⼈⼝は 2055 年以降においても上昇を続け、2115 年には 50,186
千⼈となり、総⼈⼝のおよそ 71％が⼤学卒業以上となった。出⽣率を⾼く設定した⼤
学卒業以上の⼈⼝増加により、総⼈⼝の下落は緩やかとなり、⼈⼝減少が抑えられる結果
となった。 

図６と表４は、Case２の⾼校卒業以下の出⽣率を 50％上昇させた場合のシミュレーショ
ン結果である。図６では、出⽣率上昇の効果として⾼校卒業以下の⼈⼝減少スピードが緩や
かになっている。また、⼤学卒業以上への学歴移動の数が増加することから⼤学卒業以上の
⼈⼝も増加し、⼈⼝が減少し始める年次も 2060 年以降に先送りされた。また、2115 年時点
での⼤学卒業以上の⼈⼝は 33,263 千⼈となり、ベースケースの 24,802 千⼈よりも⼀千
万⼈近く多くなっている。 

図７と表５は、Case３の⾼校卒業以下と⼤学卒業以上の出⽣率をともに 50％上昇させた
シミュレーション結果である。図７は、Case１と Case２の結果を合わせたようなグラフの
形となっており、⼤学卒業以上の⼈⼝は 61,792 千⼈で Case１よりも⼀千万⼈以上多く、
⾼校卒業以下の⼈⼝は 10797 千⼈で Case2 と同じ結果となっている。総⼈⼝については
87,426 千⼈で、３つのケースの中で最も多い結果となった。 

最後に、図８と表６はベースケースと Case１から Case３までの総⼈⼝のシミュレーショ
ン結果を⽐較したものである。Case１から Case３まで、どのシミュレーションにおいても
出⽣率上昇による⼈⼝減少の鈍化が起きている。中でも、Case３の総⼈⼝推移における⼈⼝
減少の鈍化は顕著であり、ベースケースでは 2110 年から 2115 年にかけて 2,895千⼈の⼈
⼝減少が起きているが、Case３では 806千⼈の⼈⼝減少にとどまっている。また、2115 年
の総⼈⼝についても、Case３はベースケースの 1.93倍の総⼈⼝となっている。 
 本研究のシミュレーションにおける仮定である、「⾼校卒業以下⼈⼝の出⽣数の 45％が⼤
学卒業以上へ移動」はシミュレーション結果に⼤きな影響を及ぼしている。⾼学歴化を反映
したこの仮定の下では、⾼校卒業以下の低学歴⼈⼝における⾼い出⽣率は総⼈⼝の動向に
とって⼤きな影響を及ぼすことができないことを⽰している。また、この仮定の下では学歴
構成は 2055 年前後において現在の⼈⼝構成から変化が起き始め、より⾼学歴である集団の
⼈⼝が多くなる⼈⼝構成へと転換する。したがって、Case１と Case２を⽐較しても分かる
ように、これまでの⾼学歴化の傾向が続くのであれば、⾼学歴者の出⽣率の動向が今後の総
⼈⼝の変動を左右する重要な要因となると考えられる。総⼈⼝の減少を緩和する最も効果
的な⽅法は、すべての学歴の出⽣率が上昇することであるのは明⽩であるが、Case１のシミ
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ュレーション結果から、⾼学歴のみの出⽣率が上昇することでも、2115 年の総⼈⼝は 70,417
千⼈と、ベースケースの 1.56倍となることから⼈⼝減少の総和に効果的であることが理解
できる。これは、本研究で⾏ったような学歴別シミュレーションによって初めて明らかとな
る知⾒であるといえるだろう。 
 Case０からは、学歴別出⽣率を⽤いたシミュレーションを⾏うと、封鎖⼈⼝推計よりも⼈
⼝減少が進⾏した推計結果となることが分かった。これは、学歴移動により出⽣率の⾼い⾼
校卒業以下から出⽣率の低い⼤学卒業以上へと⼈⼝が移動することによるものと考えられ
る。つまり、出⽣⼒の格差を取り⼊れた将来⼈⼝シミュレーションは、取り⼊れていないシ
ミュレーションと明らかに違う結果をもたらす。これは、将来⼈⼝を推計する際に、教育達
成要因を追加することの重要性を⽰しているといえよう。 
 
 
５．終わりに 
 本研究では、学歴別出⽣率の格差と学歴構成の変化を反映した将来⼈⼝のシミュレーシ
ョンを⾏うことにより、⾼学歴化が進む状況下において、⾼学歴⼥性の出⽣率上昇が将来⼈
⼝に与える影響を⽰すことができた。この結果は、⼈⼝減少に対する政策や将来⼈⼝推計に
とって、新たな知⾒を⽰したものといえる。 

しかし、本研究におけるシミュレーションにはいくつかの制約も存在する。1 つは、死亡
や移動をすべての学歴で共通している点である。実際には、死亡と移動のどちらも教育⽔準
により異なる値を⽰すことから、これを反映するとシミュレーション結果も異なるものへ
と変化すると考えられる。 

また、学歴移動については、⾼学歴化が顕著な期間に基づいて設定を⾏ったため、⾼校卒
業以下⼈⼝出⽣数の 45％の移動を仮定したが、シミュレーションを⾏った 100 年間に同じ
⽔準で⾼学歴化が進むとは限らない。学歴移動の動向によっては、異なるシミュレーション
結果となるだろう。本研究の結果はこのような制約や将来の仮定設定に基づいたシミュレ
ーション結果となっていることに注意が必要である。今後、このような点についてシミュレ
ーションを改善していくことが課題である。 
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図表 

 
出所：筆者推定 

図 1 25−29 歳学歴別構成割合⽐較（2010 年） 
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出所：筆者推定 

図２ 封鎖⼈⼝推計とシミュレーション結果の⽐較 
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出所：筆者推定 

図３ ベースケース 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
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表１ ベースケース 学歴別総⼈⼝ 
（単位：千⼈） 

 
出所：筆者推定 

年次 総人口 高校卒業以下 短大・高専卒業 大学卒業以上

2015 127,095 70,902 25,879 30,314

2020 125,050 66,279 26,790 31,982

2025 121,957 61,134 27,633 33,190

2030 118,177 55,718 28,396 34,064

2035 113,868 50,260 28,971 34,637

2040 109,161 44,984 29,254 34,923

2045 104,264 40,087 29,199 34,978

2050 99,375 35,689 28,831 34,855

2055 94,505 31,745 28,212 34,548

2060 89,514 28,083 27,393 34,039

2065 84,366 24,603 26,408 33,355

2070 79,146 21,331 25,280 32,535

2075 74,143 18,396 24,079 31,669

2080 69,581 15,876 22,855 30,850

2085 65,420 13,734 21,598 30,088

2090 61,536 11,893 20,309 29,334

2095 57,852 10,270 19,037 28,546

2100 54,359 8,808 17,838 27,713

2105 51,068 7,495 16,744 26,829

2110 47,978 6,354 15,753 25,871

2115 45,083 5,411 14,837 24,835
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出所：筆者推定 

図４ 封鎖⼈⼝と Case０の総⼈⼝シミュレーション結果 
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表２ Case０学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
（単位：千⼈） 

 
出所：筆者推定 

年次 総人口 高校卒業以下 短大・高専卒業 大学卒業以上

2015 127,095 70,902 25,879 30,314

2020 124,868 66,266 26,714 31,888

2025 121,603 61,111 27,480 33,012

2030 117,655 55,686 28,163 33,805

2035 113,181 50,221 28,662 34,299

2040 108,311 44,936 28,871 34,504

2045 103,236 40,032 28,740 34,464

2050 98,137 35,626 28,286 34,225

2055 93,033 31,675 27,571 33,787

2060 87,804 28,005 26,652 33,147

2065 82,423 24,519 25,568 32,335

2070 76,974 21,241 24,345 31,388

2075 71,744 18,302 23,051 30,391

2080 66,950 15,777 21,736 29,436

2085 62,554 13,631 20,388 28,534

2090 58,441 11,787 19,011 27,643

2095 54,540 10,162 17,653 26,725

2100 50,850 8,700 16,378 25,773

2105 47,391 7,388 15,222 24,781

2110 44,169 6,249 14,186 23,733

2115 41,182 5,312 13,244 22,626
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出所：筆者推定 

図５ Case１ 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
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表３ Case１ 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
（単位：千⼈） 

 
出所：筆者推定 

年次 総人口 高校卒業以下 短大・高専卒業 大学卒業以上

2015 127,095 70,902 25,879 30,314

2020 125,785 66,279 26,790 32,716

2025 123,361 61,134 27,633 34,595

2030 120,232 55,718 28,396 36,118

2035 116,564 50,260 28,971 37,332

2040 112,531 44,984 29,254 38,293

2045 108,466 40,087 29,199 39,180

2050 104,675 35,689 28,831 40,154

2055 101,082 31,745 28,212 41,125

2060 97,406 28,083 27,393 41,931

2065 93,561 24,603 26,408 42,550

2070 89,673 21,331 25,280 43,062

2075 86,107 18,396 24,079 43,632

2080 83,132 15,876 22,855 44,401

2085 80,680 13,734 21,598 45,348

2090 78,550 11,893 20,309 46,348

2095 76,605 10,270 19,037 47,298

2100 74,816 8,808 17,838 48,170

2105 73,198 7,495 16,744 48,959

2110 71,739 6,354 15,753 49,632

2115 70,417 5,411 14,837 50,169
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出所：筆者推定 

図６ Case２ 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
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表４ Case2 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
（単位：千⼈） 

 
出所：筆者推定 

年次 総人口 高校卒業以下 短大・高専卒業 大学卒業以上

2015 127,095 70,902 25,879 30,314

2020 126,012 66,808 26,790 32,414

2025 123,703 62,094 27,633 33,976

2030 120,604 57,052 28,396 35,156

2035 116,917 51,936 28,971 36,010

2040 112,837 46,994 29,254 36,589

2045 108,668 42,457 29,199 37,012

2050 104,652 38,453 28,831 37,368

2055 100,710 34,903 28,212 37,595

2060 96,598 31,605 27,393 37,600

2065 92,258 28,455 26,408 37,395

2070 87,815 25,491 25,280 37,044

2075 83,600 22,851 24,079 36,670

2080 79,847 20,614 22,855 36,378

2085 76,485 18,730 21,598 36,157

2090 73,345 17,111 20,309 35,925

2095 70,319 15,667 19,037 35,616

2100 67,380 14,328 17,838 35,214

2105 64,517 13,066 16,744 34,707

2110 61,693 11,880 15,753 34,060

2115 58,897 10,797 14,837 33,263
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出所：筆者推定 

図７ Case３ 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
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表５ Case３ 学歴別総⼈⼝シミュレーション結果 
（単位：千⼈） 

 
出所：筆者推定 

年次 総人口 高校卒業以下 短大・高専卒業 大学卒業以上

2015 127,095 70,902 25,879 30,314

2020 126,747 66,808 26,790 33,149

2025 125,108 62,094 27,633 35,381

2030 122,658 57,052 28,396 37,210

2035 119,614 51,936 28,971 38,706

2040 116,217 46,994 29,254 39,969

2045 112,918 42,457 29,199 41,262

2050 110,078 38,453 28,831 42,794

2055 107,520 34,903 28,212 44,404

2060 104,830 31,605 27,393 45,833

2065 101,903 28,455 26,408 47,040

2070 98,917 25,491 25,280 48,146

2075 96,302 22,851 24,079 49,372

2080 94,350 20,614 22,855 50,881

2085 92,953 18,730 21,598 52,625

2090 91,844 17,111 20,309 54,424

2095 90,840 15,667 19,037 56,137

2100 89,905 14,328 17,838 57,739

2105 89,047 13,066 16,744 59,237

2110 88,232 11,880 15,753 60,599

2115 87,426 10,797 14,837 61,792
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出所：筆者推定 

図８ 総⼈⼝のシミュレーション結果の⽐較 
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表６ 総⼈⼝のシミュレーション結果の⽐較 
（単位：千⼈） 

 
出所：筆者推定 

年次 ベースケース C ase1 C ase2 C ase3

2015 127,095 127,095 127,095 127,095

2020 125,050 125,785 126,012 126,747

2025 121,957 123,361 123,703 125,108

2030 118,177 120,232 120,604 122,658

2035 113,868 116,564 116,917 119,614

2040 109,161 112,531 112,837 116,217

2045 104,264 108,466 108,668 112,918

2050 99,375 104,675 104,652 110,078

2055 94,505 101,082 100,710 107,520

2060 89,514 97,406 96,598 104,830

2065 84,366 93,561 92,258 101,903

2070 79,146 89,673 87,815 98,917

2075 74,143 86,107 83,600 96,302

2080 69,581 83,132 79,847 94,350

2085 65,420 80,680 76,485 92,953

2090 61,536 78,550 73,345 91,844

2095 57,852 76,605 70,319 90,840

2100 54,359 74,816 67,380 89,905

2105 51,068 73,198 64,517 89,047

2110 47,978 71,739 61,693 88,232

2115 45,083 70,417 58,897 87,426


